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研究成果概要 
MAGIC collaboration は、今年度、査読付論文 15 編を発表し、観測結果の速報を

Astronomer's Telegram(ATel)に 6 件流した。また、日本物理学会にて 4 講演行った。以

下、成果の一部を紹介する。 
(1) Fermi-LATの観測で、超高エネルギーニュートリノ事象IceCube-170922Aの誤差内に

あるBlazar TXS 0506+056(赤方偏移z=0.34)の増光が検出された(Y.T.Tanaka et al, 

ATel#10791)。MAGICでフォローアップ観測を行い、TXS 0506+056からの超高エネル

ギーガンマ線を初めて検出し、活動銀河核からの超高エネルギーニュートリノとガ

ンマ線放射が示唆された。以上の結果は、IceCube、Fermi-LAT, MAGIC collaboration

他による共著論文にまとめられ、Science誌に発表され（図１）、7月に文科省にて記

者会見が開かれた。さらに、MAGIC観測を中心とした、ニュートリノと電磁波観測デ

ータを整合的に解釈できる理論モデルを構築し（図1）、今後の展望を議論した。 

(2) Fermi-LATによるアラートを受け、活動銀河核 Ton 599(z=0.72)をMAGICで観測し、超高

エネルギーγ線を初めて検出し、超高エネルギーγ線領域で、S3 0218+35(z=0.95), PKS 

1441+25(z=0.94)に続いて、3番目に遠い天体となった[17]。 

(3) 未同定天体HESS J1912+101をMAGICで観測した結果、超高エネルギーγ線はシェル状

に放射しており、スペクトルは超新星残骸中の陽子加速で説明可能であることが分

かった[18, 19] 

 
図１：IceCube, MAGIC, Fermi-LATで求めた到来方向(左)[14]、Blazar TXS 0506+056の

多波長スペクトルと放射モデル(右)[13, 16]。 



(4) FRB 121102について、電波観測と同時に、MAGICのCentral Pixelも利用して、高エネル

ギーガンマ線と可視光観測を行い、得られた上限から、FRBの起源天体に対する制限を議

論した[4]。 

(5) パルサーJ2032+4127 + Be星連星系(軌道周期 約50年)をVERITASと共同観測し、超高

エネルギーγ線放射を発見した[6]。 

(6) GRB 190114CをMAGICで観測し、開始から20分間で300 GeV以上で20σ以上の有意度で

検出した(ATel #12390)。サブTeV領域でのGRBの初検出となった。 
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